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募　
　

集

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業母子保健事業　●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

５月10日㈪・17日㈪
８時30分～17時15分 保健医療課母子保健係

特になし

支所は随時（保健医療課、支所
ともに事前連絡が必要）

５月８日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

育児相談 ５月11日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所での相
談を希望する方はお問い合わ
せください。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 ５月18日㈫13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 ５月13日㈭13時30分～15時30分 西城支所

東城 ５月６日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

総領 ５月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ５月20日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ５月20日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 ５月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 ５月14日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　東城 ４月23日㈮13時～16時 東城支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時 児童福祉課あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

認知症カフェ

西城 「コスモスカフェ」
５月６日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

相談・ 情報交換
参加費１００円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
４月27日㈫13時30分～14時30分

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

比和
「あしたのカフェ」

４月20日㈫・５月18日㈫
13時30分～15時

比和温泉施設
あけぼの荘

比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会

庄原 ５月20日㈭10時～16時 市役所本庁舎２階会議室 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

東城 ５月13日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身 体 障 害 者
補装具判定会 肢体 ５月20日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210
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サ
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３
月
７
日
㈰
に
開
催
を
予
定

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ

た
「
遠
藤
さ
つ
き　

備
北
路　

早

春
の
コ
ン
サ
ー
ト
～
バ
ッ
ハ
か
ら

美
空
ひ
ば
り
ま
で
～
」
の
、
延
期

振
り
替
え
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

５
月
15
日
㈯

開
場
13
時　

開
演
13
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

※
東
城
文
化
ホ
ー
ル
で
も
、
同
日

18
時
か
ら
同
様
に
開
演
し
ま
す
。

入
場
料

２
千
円
（
当
日
２
５
０
０
円
）

全
席
自
由
席

高
校
生
以
下　

無
料（
要
整
理
券
）

※
３
月
７
日
公
演
分
の
チ
ケ
ッ
ト

は
、
延
期
し
た
公
演
に
利
用
で
き

ま
す
。
延
期
し
た
公
演
に
来
場
で

き
な
い
方
は
、
４
月
30
日
㈮
ま
で

チ
ケ
ッ
ト
代
金
を
庄
原
市
民
会
館

で
払
い
戻
し
ま
す
。

※
庄
原
市
民
会
館
友
の
会
会
員
の

方
は
１
割
引
（
庄
原
市
民
会
館
で

の
購
入
に
限
る
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

演
奏
曲
目

○
ハ
イ
ド
ン　

ピ
ア
ノ
・
ト
リ
オ

第
39
番　

第
２
、３
楽
章

○
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン　

ピ
ア
ノ
・

ト
リ
オ　

作
品
１
‐
１
第
1
楽
章

○
ふ
る
さ
と
讃
歌

○
川
の
流
れ
の
よ
う
に　

ほ
か

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の　

感
染
予
防
対
応
に
つ
い
て

▼
マ
ス
ク
の
着
用
や
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
、
入
場
時
の
検
温
な
ど
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
の
半
券
の
裏
に
、
事

前
に
必
ず
連
絡
先
（
氏
名
、住
所
、

電
話
番
号
）
を
油
性
ボ
ー
ル
ペ
ン

で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
記
入
が

な
い
場
合
は
、
入
場
を
お
断
り
し

ま
す
。提
供
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、

保
健
所
な
ど
の
公
的
機
関
か
ら
要

請
が
あ
っ
た
場
合
に
提
供
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▼
全
席
自
由
席
で
す
が
、
観
客
席

に
着
席
後
、
使
用
座
席
の
列
と
番

号
を
チ
ケ
ッ
ト
表
面
の
列
・
番
号

空
欄
に
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
各
席
の
間
隔
を
空
け

て
用
意
し
ま
す
の
で
、
同
伴
者
も

必
ず
間
隔
を
空
け
て
ご
着
席
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
９

※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
城
自
治
振
興
区

☎
０
８
４
７
７
‐
2
‐
０
４
８
７

広
島
県
ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体

　

県
は
、
県
が
管
理
す
る
道
路

（
国
・
県
道
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以

上
）・
河
川（
１
、２
級
河
川
50
メ
ー

ト
ル
以
上
）
で
清
掃･

緑
化
・
草

刈
り
な
ど
の
活
動
を
行
う
団
体
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
ア
ダ
プ
ト
活
動
と
は
、
住
民
な

ど
が
主
体
と
な
っ
て
清
掃
・
緑
化

活
動
な
ど
を
中
心
に
、
公
共
空
間

を
わ
が
子
の
よ
う
に
面
倒
を
み
て

い
く
活
動
を
い
い
ま
す
。

支
援
内
容

①
希
望
す
る
団
体
に
団
体
名
や
企

業
名
を
記
し
た
表
示
板
（
ア
ダ
プ

ト
サ
イ
ン
）
を
設
置

②
活
動
に
伴
う
傷
害
・
損
害
賠
償

保
険
の
加
入

問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
建
設
事
務
所
庄
原
支

所
管
理
用
地
課

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
０
１
５

そ  

の  

他

市
道
の
草
刈
り
に
対
す
る　

交
付
金
制
度

　

市
道
の
草
刈
り
を
実
施
し
た
地

域
団
体
に
対
し
て
、
片
側
延
長
１

メ
ー
ト
ル
に
つ
き
12
円
を
交
付
し

ま
す
。

受
付
期
間

４
月
20
日
㈫
～
５
月
31
日
㈪

申
し
込
み

　

受
付
期
間
内
に
、
建
設
課
ま
た

は
各
支
所
産
業
建
設
室
・
地
域
振

興
室
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
室
・
地

域
振
興
室

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島　
　

新
小
学
１
、２
年
生　
　
　
　

無
料
観
戦
パ
ス
ポ
ー
ト

　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
は
、
新

小
学
１
、２
年
生
を
対
象
に
、
４

月
10
日
以
降
の
全
て
の
Ｊ
１
公
式

戦
に
招
待
す
る
無
料
観
戦
パ
ス

ポ
ー
ト
を
交
付
し
ま
す
。
来
場
回

数
に
応
じ
て
タ
オ
ル
や
ボ
ー
ル
な

ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
応
募

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.sanfrecce.co.jp/

応
募
フ
ォ
ー
ム

https://f.m
sgs.jp/

w
ebapp/form

/20157_
hvdb_407/index.do

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
地
域
ビ
ジ

ネ
ス
部

☎
０
８
２
‐
２
７
５
‐
５
０
３
２
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人
権
擁
護
委
員
と　
　
　

そ
の
活
動
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
日
常
生
活

に
埋
も
れ
て
い
る
人
権
問
題
を
す

く
い
上
げ
る
た
め
に
、
市
町
村
長

の
推
薦
を
受
け
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
歴
を
持
っ

た
人
権
擁
護
委
員
が
、
そ
の
経
験

を
生
か
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
人
権
相
談
を
受
け
た
り
、
人
権

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」

と
申
告
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、
事

案
に
応
じ
て
、
法
務
局
の
職
員
と

協
力
し
て
事
実
関
係
を
調
査
し
、

被
害
者
の
救
済
の
た
め
、
最
善
の

方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

常
設
相
談
所

広
島
法
務
局
三
次
支
局

三
次
市
三
次
町
１
０
７
４
番
地

開
設
時
間

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

電
話
に
よ
る
相
談

①
人
権
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て

【
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
】

☎
０ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル

５
７
０
‐
０

ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の

０
３
‐
１ひ

ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

②
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性
の

人
権
に
つ
い
て

【
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

☎
０ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル

５
７
０
‐
０ゼ

ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の

７
０
‐
８ハ

ー
ト
ラ
イ
ン

１
０

③
い
じ
め
、
虐
待
な
ど
子
ど
も
の

人
権
に
つ
い
て

【
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
】

☎
０フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

１
２
０
‐
０ゼ

ロ
ゼ
ロ
ナ
ナ
の

０
７
‐
１ひ

ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

④
外
国
語
に
よ
る
人
権
相
談

（H
um

an R
ights C

ounselling 
for F

oreigners)
【
外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
９
１
１

開
設
時
間

▼
①
～
③ 
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
） 

（
②
お
よ
び
③
は
、
右
記
時
間
以
外

は
留
守
番
電
話
に
よ
る
対
応
可
）

▼
④　

９
時
～
17
時

※
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
相
談

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
相
談
受
付

窓
口

https://w
w

w
.jinken.go.jp/

市
の
相
談
日
程
に
つ
い
て

　

直
近
の
相
談
日
程
に
つ
い
て

は
、「
あ
な
た
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
」（
32
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

庄
原
市
河
川
道
路
美
化
活
動

保
険
制
度

　

市
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
、
自
治

会
な
ど
が
主
催
す
る
美
化
活
動

（
清
掃
・
草
刈
り
な
ど
）を
対
象
に
、

保
険
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
活
動

　

市
が
管
理
す
る
河
川（
普
通
河

川
）
と
道
路（
市
道
・
農
道
・
林
道
）

で
行
う
清
掃
・
草
刈
り
な
ど
の
美

化
活
動

対
象
者　

美
化
活
動
計
画
書
を
提

出
し
た
団
体
の
参
加
者

内
容　

活
動
中
の
け
が
や
事
故
の

傷
害
・
賠
償
補
償

申
し
込
み

　

活
動
す
る
15
日
前
ま
で
に
、
美

化
活
動
計
画
書
を
建
設
課
ま
た
は

各
支
所
産
業
建
設
室
・
地
域
振
興

室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
加
入
料
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
室
・
地

域
振
興
室

庄
原
市
斎
場
（
和な

ご
み

の
丘
）

に
つ
い
て

　

３
月
号
に
引
き
続
き
、
問
い
合

わ
せ
の
多
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て

シ
リ
ー
ズ
で
お
答
え
し
ま
す
。

　

今
回
は
火
葬
の
手
続
き
に
つ
い

て
で
す
。

▼
火
葬
の
手
続
き
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い

　

あ
ら
か
じ
め
、
葬
祭
業
者
と
火

葬
の
日
時
を
調
整
の
上
、
市
民
生

活
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

室
・
市
民
生
活
室
で
、
施
設
の
使

用
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申

請
に
は
、
申
請
者
の
印
鑑
（
認
印

可
）
と
使
用
料
の
納
付
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

使
用
料
（
例
）

大
人
の
遺
体
１
体
当
た
り

○
市
民
の
場
合

１
万
３
２
０
０
円

○
市
民
以
外
の
場
合

３
万
３
千
円

▼
死
亡
届
の
翌
日
に
火
葬
を
し
た

い
が
、
何
時
ま
で
に
申
請
し
た
ら

よ
い
か

　

火
葬
の
申
請
は
、
使
用
を
希
望

す
る
日
の
前
日
17
時
ま
で
と
し
て

い
ま
す
。

（
例
）
４
月
２
日
の
火
葬
予
約
は
、

１
日
の
17
時
ま
で
に
申
請
が
必
要

で
す
。17
時
以
降
の
受
け
付
け
は
、 

３
日
以
降
の
火
葬
と
な
り
ま
す
。

（
東
城
斎
場
「
平
安
の
森
」、
高
野

斎
場
も
同
様
）

▼
遺
体
を
病
院
か
ら
直
接
斎
場
に

移
送
し
、
火
葬
を
行
い
た
い

　
「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
火
葬
は
死
亡
後
24

時
間
を
経
過
し
た
も
の
で
な
い
と

行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ

て
お
り
、
24
時
間
経
過
前
に
、
斎

場
（
火
葬
場
）
を
使
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
斎
場（
火
葬
場
）

へ
の
遺
体
の
移
送
は
、
施
設
の
使

用
を
許
可
し
た
時
間
に
お
願
い
し

ま
す
。
遺
体
の
移
送
や
安
置
に
つ

い
て
は
葬
祭
業
者
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

中
国
語
講
座

　

中
国
語
の
発
音
な
ど
を
基
礎
か

ら
じ
っ
く
り
学
べ
ま
す
。

と
き　

毎
月
第
２
、４
木
曜
日

18
時
30
分
～
19
時
30
分

※
３
月
か
ら
変
更
と
な
っ
て
い
ま

す
。

※
天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象　

中
国
語
に
興
味
の
あ
る
方

講
師　
中
嶋
み
ど
り
さ
ん

料
金　

月
２
千
円

持
参
物　

筆
記
用
具
（
テ
キ
ス
ト

は
用
意
し
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
日
中
親
善
協
会
（
市
民
生

活
課
内
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

精
神
障
害
の
あ
る
方
へ
の

通
院
医
療
費
の
助
成
が
始

ま
り
ま
す

　

現
行
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療

助
成
制
度
に
、
重
度
の
精
神
障
害

が
あ
る
方
へ
の
通
院
医
療
費
の
一

部
助
成
を
追
加
し
ま
す
。（
令
和

３
年
４
月
１
日
以
降
の
医
療
費
か

ら
対
象
と
な
り
ま
す
）

対
象
者

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
所
持
者

（
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
［
精

神
通
院
］
所
持
者
に
限
る
。）

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

対
象
医
療

　

医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
る
通
院

に
か
か
る
医
療
な
ど

助
成
内
容

　

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
対
象
者
は
１
医
療
機
関
に
つ

き
、
１
日
２
０
０
円
ま
で
の
一

部
自
己
負
担
で
受
診
で
き
ま
す
。

（
２
０
０
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

そ
の
額
が
一
部
負
担
と
な
り
ま
す
）

※
一
部
自
己
負
担
金
は
月
に
４
日

目
ま
で
と
し
、
５
日
目
以
降
の
支

払
い
は
不
要
で
す
。
な
お
、
重
度

心
身
障
害
者
医
療
助
成
を
受
け
る

た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
保
健
医
療
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

骨
髄
移
植
患
者
等
の
定
期

予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
再
接

種
費
用
補
助
金

　

市
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
骨
髄

移
植
手
術
な
ど
の
特
別
な
事
情
に

よ
っ
て
、
接
種
済
み
の
定
期
予
防

接
種
の
効
果
が
低
下
ま
た
は
失
わ

れ
た
方
に
対
し
て
、
任
意
で
再
接

種
を
行
う
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
予
防
接
種

　

四
種
混
合
、
二
種
混
合
、
麻
疹

風
疹
混
合
、
日
本
脳
炎
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、

ヒ
ブ
、
小
児
肺
炎
球
菌
、
水
痘
、

子
宮
頸け

い

が
ん
、
Ｂ
型
肝
炎
、
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
三
種
混
合
、

不
活
化
ポ
リ
オ

接
種
対
象
者

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
予
防
接
種
の
再
接
種
日
に
お
い

て
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
20
歳

未
満
の
方

②
対
象
予
防
接
種
の
再
接
種
が
必

要
で
あ
る
と
医
師
が
認
め
た
方

③
過
去
に
受
け
た
定
期
予
防
接
種

を
、
予
防
接
種
関
係
法
令
に
従
い

受
け
て
い
る
方

補
助
金
額

　

次
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

①
医
療
機
関
に
実
際
に
支
払
っ
た
額

②
市
が
定
め
る
額

申
請
手
続
き

　

接
種
前
に
事
前
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
保
健

医
療
課
医
療
予
防
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

62

美  幸

　

庄
原
市
民
会
館
・
庄
原
自
治
振

興
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
伴
い
、
次

の
期
間
か
ら
施
設
が
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
な
お
、
昨
年
の
広

報
し
ょ
う
ば
ら
６
月
号
で
お
知
ら

せ
し
た
休
館
期
間
か
ら
変
更
と

な
っ
て
い
ま
す
。

休
館
期
間

▼
大
ホ
ー
ル　

６
月
１
日
㈫
か
ら

▼
そ
の
他
の
施
設

９
月
１
日
㈬
か
ら

庄
原
市
民
会
館
・
庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
休
館
期
間
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ

○
庄
原
市
民
会
館
に
つ
い
て

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
９

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

○
庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

自
治
定
住
課
自
治
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
７
７
７
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広告

４
月
の
主
な
花

４
月
の
主
な
花

●
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

【
開
花
時
期
】
４
月
上
旬
～
下
旬

【
と
こ
ろ
】
花
の
広
場

●
ビ
オ
ラ

【
開
花
時
期
】

４
月
上
旬
～
５
月
下
旬

【
と
こ
ろ
】
花
の
広
場

●
ネ
モ
フ
ィ
ラ

【
開
花
時
期
】

４
月
中
旬
～
５
月
中
旬

【
と
こ
ろ
】
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

※
天
候
に
よ
り
、
開
花
期
間
や
見

頃
の
時
期
が
変
動
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ひ
ば
の
里
「
紙
芝
居
」

ひ
ば
の
里
「
紙
芝
居
」

　

備
北
地
域
に
伝
わ
る
お
話
を
紙

芝
居
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

と
き

○
４
月
18
日
㈰　

▼
出
演　

ひ
ら
さ 

と
よ
ひ
こ

▼
演
目　
「
広
島
の
伝
説
」「
ば
け

ね
こ
山
」

○
４
月
25
日
㈰　

▼
出
演　

絵
本
牧
場
ご
ん
ぼ

▼
演
目　
「
か
さ
じ
ぞ
う
」「
円
通

寺
の
竜
」

①
11
時
～　

②
13
時
30
分
～

と
こ
ろ　

神
楽
殿

※
掲
載
の
内
容
は
、
変
更
・
延
期
・

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
最
新
の
情
報
は
電
話
ま
た
は

公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
コ
ン
サ
ー
ト

Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
コ
ン
サ
ー
ト

　

庄
原
格
致
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

の
皆
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

と
き　

４
月
18
日
㈰

①
13
時
～　

②
14
時
～

と
こ
ろ　

花
の
広
場

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の　
　
　
　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の　
　
　
　

ミ
ニ
ブ
ー
ケ
づ
く
り
体
験

ミ
ニ
ブ
ー
ケ
づ
く
り
体
験

　

花
の
広
場
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を

使
っ
て
、
簡
単
な
ブ
ー
ケ
を
作
る

体
験
で
す
。

と
き　

４
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

①
13
時　

②
13
時
30
分

③
14
時　

④
14
時
30
分

⑤
15
時　

⑥
15
時
30
分

⑦
16
時
（
各
回
20
分
程
度
）

と
こ
ろ　

花
の
広
場

定
員　

５
組
／
回
（
１
組
５
本
ま
で
）

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

そ
の
他

小
田　

袈
方
（
広
島
商
船
高
専
２

年
・
比
和
町
）

第
６
位

松
本　

翔
吾
（
加
計
高
芸
北
分
校

１
年
・
西
本
町
）

●
男
子
大
回
転

第
１
位

小
田　

袈
方
（
広
島
商
船
高
専
２

年
・
比
和
町
）

第
２
位

松
本　

翔
吾
（
加
計
高
芸
北
分
校

１
年
・
西
本
町
）

第
６
位

前
田　
　

悠
（
加
計
高
芸
北
分
校

３
年
・
西
城
町
）

２
０
２
１
広
島
県
ジ
ュ
ニ
ア　

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競
技
会

（
１
月
12
日
／
安
芸
太
田
町
）

●
Ｋ
１
女
子

第
２
位

長
曽　

恋
音
（
高
野
小
５
年
）

第
３
位

堀
江　

結
子
（
高
野
小
５
年
）

●
Ｋ
２
女
子

第
６
位

松
木　

萌
夏
（
高
野
中
１
年
）

●
Ｋ
１
男
子

第
１
位

主
田　
　

宵
（
西
城
小
６
年
）

第
３
位

松
木　

舜
弥
（
高
野
小
５
年
）

第
４
位

馬
舩　

源
太
（
高
野
小
５
年
）

●
Ｋ
２
男
子

第
１
位

松
尾　

昂
紀
（
東
城
中
１
年
）

第
２
位

片
山　

航
大
（
庄
原
中
２
年
）

第
４
位

曽
利　

海
舟
（
庄
原
中
２
年
）

第
76
回
国
体
選
考
会
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
ス
ロ
ラ
ー
ム
競
技

（
１
月
12
日
／
安
芸
太
田
町
）

●
少
年
男
子

第
３
位

小
田　

袈
方
（
広
島
商
船
高
専

２
年
・
比
和
町
）

第
５
位

松
本　

翔
吾
（
加
計
高
芸
北
分

校
１
年
・
西
本
町
）

第
57
回
全
国
児
童
才
能
開
発　

コ
ン
テ
ス
ト
科
学
部
門

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
賞

新
田　

真
矢
（
西
城
小
１
年
）

鈴
木
三
重
吉
賞

●
作
文
の
部

特
選

山
本　

結
斗
（
高
小
２
年
）

住
川
萌
依
奈
（
東
城
小
６
年
）

松
野　

夕
香
（
比
和
中
２
年
）

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

「備北花ピクニック」「備北花ピクニック」
５月16日㈰まで開催中！
　※期間中の４月５日㈪、５月 10 日㈪は休園日

入園料無料日　４月 18 日㈰・25 日㈰
※入園料無料・駐車料有料

（普通・軽 300 円、大型 1,050 円、二輪 100 円）

●
詩
の
部

特
選

若
林　

音
羽
（
粟
田
小
２
年
）

藤
本　

千
早
（
粟
田
小
４
年
）

德
永　

里
桜
（
庄
原
小
５
年
）

周
藤　

瑚
音
（
比
和
小
６
年
）

人
権
作
品
入
賞
者

●
標
語
の
部

最
優
秀
賞

岩
谷　
　

雫
（
東
小
１
年
）

優
秀
賞

岩
﨑　
　

薫
（
東
小
１
年
）

宮
本　

香
菜
（
小
奴
可
小
１
年
）

増
永　

紗
也
（
東
小
２
年
）

井
上　
　

豪
（
高
野
小
２
年
）

金
川　

祥
子
（
粟
田
小
３
年
）

曽
我
部
心
緒
（
東
小
３
年
）

田
岡　

千
奈
（
東
小
４
年
）

福
本
美
優
果
（
美
古
登
小
４
年
）

岩
﨑　
　

湊
（
東
小
５
年
）

堀
田
虎
次
郎
（
庄
原
小
５
年
）

新
本　

聖
來
（
東
城
小
６
年
）

河
内
山
寧
々
（
峰
田
小
６
年
）

古
矢
よ
し
き
（
西
城
中
１
年
）

山
本　

沙
和
（
比
和
中
１
年
）

勝
部　

り
な
（
西
城
中
２
年
）

津
田
ほ
の
か
（
比
和
中
２
年
）

笹
尾　

友
哉
（
東
城
中
３
年
）

岩
倉　

瑞
姫
（
比
和
中
３
年
）

●
詩
・
作
文
の
部

優
秀
賞

亀
井　

琢
磨
（
比
和
小
１
年
）

村
上　

愛
弥
（
東
城
中
２
年
）

島
根
県
立
横
田
高
等
学
校

盛
原
里
央
奈（
２
年
・
高
野
町
）

令
和
２
年
度
広
島
県
高
等
学
校

体
操
競
技
・
新
体
操
新
人
大
会

（
11
月
22
日
／
広
島
市
）

●
新
体
操
男
子
団
体

第
１
位

県
立
三
次
高
等
学
校

加
島　

怜
桜（
１
年
・
高
野
町
）

松
島
靖
之
介（
１
年
・
門
田
町
）

第
52
回
広
島
県
中
学
校　
　
　

ス
キ
ー
選
手
権
大
会

（
１
月
７
日
・
８
日
／
安
芸
太
田
町
）

●
男
子
回
転

第
１
位

曽
利　

海
舟
（
庄
原
中
２
年
）

第
４
位

片
山　

航
大
（
庄
原
中
２
年
）

●
男
子
大
回
転

第
１
位

曽
利　

海
舟
（
庄
原
中
２
年
）

第
２
位

松
尾　

昂
紀
（
東
城
中
１
年
）

第
４
位

片
山　

航
大
（
庄
原
中
２
年
）

第
73
回
広
島
県
高
等
学
校　
　

総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

（
１
月
７
日
・
８
日
／
安
芸
太
田
町
）

●
男
子
回
転

第
３
位

前
田　
　

悠
（
加
計
高
芸
北
分
校

３
年
・
西
城
町
）

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

第
33
回
全
国
高
等
学
校　
　

選
抜
ス
キ
ー
大
会

（
３
月
10
日
／
長
野
県
下
高
井
郡
）

●
女
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転

第
２
位

●
女
子
大
回
転

第
12
位

熊
本　

心
優
（
鳥
取
城
北
高
２

年
・
比
和
町
）

第
58
回
中
国
地
区
高
等
学
校

演
劇
発
表
会

（
12
月
19
日
～
20
日
／
岡
山
県
岡

山
市
）

優
秀
賞
（
第
３
位
）

島
根
県
立
横
田
高
等
学
校

盛
原
里
央
奈
（
２
年
・
高
野
町
）

第
44
回
島
根
県
高
等
学
校　

演
劇
発
表
大
会

（
10
月
29
日
～
31
日
・
島
根
県
松

江
市
）

最
優
秀
賞（
第
１
位
）

県
大
会

中
国
大
会

全
国
大
会
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おお知らせ知らせInformatioInformationn

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

４月・５月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

４月・５月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　とき　　４月26日㈪
　　　　　①９時～12時　②13時～16時
　定　員　①②各12人
▶展示・販売＆イベント
○里山のふくろう展
　とき　　４月30日㈮まで
○ゆめさくら春祭り
　とき　　５月１日㈯～５日（水・祝）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
桐原つゆ子・坂田知子　二人展
とき　５月８日㈯～10日㈪　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

令和３年２月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３４，０４９人（前年比－６９５人）　
男　　１６，２２３人（前年比－３１０人）　
女　　１７，８２６人（前年比－３８５人）
世帯数　１５，３４２世帯（前年比－９１世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４３７人（前年比＋６人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１７，４６５人（７，８９９世帯）
○西城地域　　３，２０４人（１，３９０世帯）
○東城地域　　７，２９４人（３，４３５世帯）
○口和地域　　１，８９９人　　（７８６世帯）
○高野地域　　１，６４８人　　（６５７世帯）
○比和地域　　１，２８１人　　（５８１世帯）
○総領地域　　１，２５８人　　（５９４世帯）

４月25日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255
５月２日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151

４日（火）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255
９日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

16 日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

とき　　４月26日㈪12時15分～13時
ところ　庄原市民会館　大ホール
※会場を前回の庄原市ふれあいセンターから変更し
ています。
出演者　神

か ん の

野靖
や す こ

子（ソプラノ）、福
ふくなが

永真
ま ゆ み

弓（ソプラノ）
　　　　萩

はぎわら

原知
と も こ

子（ピアノ）
演奏曲目 　「花」「あわて床屋」「心の瞳」　ほか
▶神野靖子…国立音楽大学声楽学科卒業。声楽を平
本弘子、故・別所恵子、日本歌曲歌唱法を塚田佳男
の各氏に師事。演奏会、オペラ公演などに多数出演
の他、リサイタルを福山市、東京都で多数開催。「ク
ラシックから J-Popまで」をモットーに幅広く歌う。
▶福永真弓…国立音楽大学声楽学科卒業。日本オペ
ラ振興会オペラ歌手育成部修了。故・大平繁子、平
本弘子、故・横山敦子の各氏に師事。所属グループ
主催の各演奏会、その他依頼による演奏会などに数
多く出演。
▶萩原知子…国立音楽大学器楽学部ピアノ専攻卒
業。故・クロイツァー豊子、中山和恵の各師に師事。
依頼による演奏会に多数出演。最近では「歌声喫茶」
関係のイベント、コンサートなど、幅広く活動して
いる。
【ご来場の際のお願い】
　感染予防対策として、マスクの着用、手指消毒、
検温、入場者数の制限、来場者名および連絡先の記
載などのご協力をお願いします。

高齢期の食生活と栄養

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

広報日記
▶新しい年度が始まりました。本年度も広報紙の編
集を担当します。よろしくお願いします。市内の桜も
続々と開花し、すっかり春になりましたね。お花見の
際は感染症対策をしっかり行いましょう。
▶四季折々の楽しみ方が満喫できる県民の森。昨年
は趣味のキャンプで利用ができなかったので、本年
はぜひ利用したいです！

◆ BMI（体格指数）
BMI ＝体重（ｋｇ）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
　BMI が 20 以下（痩せ）の場合、フレイルになる恐れ
があります。また、高齢期の痩せは、肥満よりも死亡率
が高くなることが分かっています。

◆指輪っかテスト
①両手の親指と人差し指で輪を作る。
②利き足ではない方のふくらはぎの一番太い部分を輪で
囲む。
　隙間ができるのは、筋肉量が少ないということを表し、
フレイルになる恐れがあります。

時悠館秋・冬の企画展

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１５１１
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課管理係　　☎０８２４‐７３‐１１９７ しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
とき　　５月９日（日）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

５月

　皆さんは「フレイル」という言葉を知っていますか。フレ
イルとは、「介護が必要な状態」に至る前段階を指します。
65 歳以上になると、肥満や生活習慣病予防に気をつけるだ
けではなく、フレイル予防のために必要な栄養をしっかり取
る必要があります。

　　まずは、自分や自分の周りの人の
　　　　　　　　健康状態を確認しましょう

フレイル予防の食事のポイント
①タンパク質をしっかり取りましょう
　筋肉の材料となるタンパク質が不足しないように、肉・魚・
大豆製品・乳製品などを毎日の食事で摂取することが大切で
す。栄養が偏らないように食事ごとに種類を変えてバランス
よく摂取しましょう。
②１日３食プラス間食を取りましょう
　高齢期になると、１回当たりの食べる量が減り、1 日に必
要な栄養素を摂取することが難しくなるため、間食で不足し
がちな栄養素を補いましょう。間食はスナック菓子やせんべ
いを思い浮かべるかもしれませんが、カルシウムが豊富な乳
製品や、ビタミン・ミネラルが豊富な果物がおすすめです。
③水分をしっかり取りましょう
　高齢になると、のどの渇きを感じにくく脱水になりやすく
なります。のどが渇いていなくても、小まめに水分を取るよ
うにしましょう。１日の水分量目安は、500ml のペットボト
ル２～３本分です。

◎保健医療課では、「高齢者の食事で気をつけたいこと」
などの食をテーマとした出前トークを実施しています。ぜ
ひご活用ください。（関連記事 25ページ）

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

５月12日㈬ 県立広島大学
庄原キャンパス 11時～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

「帝釈峡遺跡群60周年プレ企画展」
記念講演会および講座をオンラインで実施

時悠館  ☎ 08477-6-0161

開館：９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

　時悠館は、「帝釈峡遺跡群 60 周年プレ企画展」の記念講
演会や講座を 12 月 12 日、１月 30 日、２月 13 日に開催す
る予定としていました。
　しかし、全国的に新型コロナウイルスの感染が拡大したこ
とから、帝釈文化研究会や帝釈自治振興区・時悠館友の会な
どで協議した結果、現地での講演会・講座は中止することと
なりました。
　計画していた講演会・講座を開催できないのはあまりに残
念で、地域の方からも開催を希望する声があったため、再度
関係団体と協議し、オンラインで開催することとしました。
　情報通信技術に精通した「時悠館友の会」の会員が主体と
なって準備を進め、帝釈自治振興センターをメイン会場と
し、講師は大学や事務所などからオンラインで講演を行うこ
とで、一部の日程は延期しながらも、開催することができま
した。また、メイン会場以外からも講演会・講座を視聴する
ことができことから、遠くは東京からの参加もあるなど、予
想以上の反響でした。
　新型コロナウイルスの終息を願いながら、今後は県内各地
の博物館や研究者だけでなく、全国各地の機関・研究者の皆
さんと情報を共有して、多くの方に時悠館や帝釈地域はもと
より、庄原市の魅力を発信したいと考えています。

実施した講演会・講座
▶講座①「人類史から見た洞窟・岩陰」（１月30日）
　講師　広島大学大学院人間社会科学研究科
　　　　准教授　有松　唯さん
▶講座②「岩陰遺跡と火山灰に埋もれた遺跡」（２月13日）
　講師　広島県立歴史博物館　学芸員　森本　直人さん
▶記念講演会「中国山地の先史狩猟採集民」（３月６日）
　講師　広島大学総合博物館　名誉教授　藤野　次史さん

※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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